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物資提供に対するお礼

支援に対するお礼文書
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募金に対するお礼
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救援活動に対する支援へのお礼とセンター閉所のお知らせ
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ボランティア感謝状（学生）
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ボランティア感謝状（一般）礼状

ボランティア感謝状（一般）感謝状
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ボランティア感謝状（企業・学校）
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センターにおける事務管理文書
活動報告書

平成 24年　月日　（　）

動物数

区分 合計頭数 犬 猫 犬の名前・備考 猫の名前・備考

在
籍
数

一時預り 0頭 頭 頭

譲渡対象 0頭 頭 頭

入院等も含めた合計 0頭 0頭 0頭

外
部

預
け
中

入院中 0頭 頭 頭

その他（　　　　） 0頭 頭 頭

現在の収容頭数 0頭 0頭 0頭

出動者人数

区分 人数 備考

センター長・副センター長 名

動物管理チーフ 名

運営管理チーフ 名

運営管理補佐（関係団体職員等） 名

ボランティア 名

獣医師 名

合計 0名

訪問者人数

区分 人数 備考

飼い主 名

里親希望者 名

報道関係者 名

見学 名

その他 名

名

合計 0名

本日の動物移動数

区分 合計頭数 犬 猫 犬の名前・備考 猫の名前・備考

入
っ
て
き
た
数

飼い主からの引取 0頭 頭 頭

福島県からの引取 0頭 頭 頭

その他（　　　　） 0頭 頭 頭

小計 0頭 0頭 0頭

出
て
い
っ
た
数

里親へ譲渡 0頭 頭 頭

元の飼い主へ返還 0頭 頭 頭

その他（　　　　） 0頭 頭 頭

小計 0頭 0頭 0頭
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診療記録簿

診療記録簿

月/日 症状 治療 備考

ID

名前

犬・猫

♂・♀

ID

名前

犬・猫

♂・♀

ID

名前

犬・猫

♂・♀

ID

名前

犬・猫

♂・♀

ID

名前

犬・猫

♂・♀

ID

名前

犬・猫

♂・♀

ID

名前

犬・猫

♂・♀

東京都動物救援センター
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マスコミ取材簿
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来
所
リ
ス
ト

お
手
数
で
す
が
、
ご
記
入
の
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。（
お
名
刺
で
も
結
構
で
す
）

企
業
・
団
体

日
付

曜
日

来
所
時
間

退
所
時
間

氏
名

企
業
名
・
団
体
名

人
数

内
容

外来者名簿
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救援センター勤務表

日 曜 種　別 明　　　　　細 始　業 終　業 実働時間 休業時間 許可印
1 土 ： ： /4 ：
2 日 ： ： /4 ：
3 月 ： ： /4 ：
4 火 ： ： /4 ：
5 水 ： ： /4 ：
6 木 ： ： /4 ：
7 金 ： ： /4 ：
8 土 ： ： /4 ：
9 日 ： ： /4 ：
10 月 ： ： /4 ：
11 火 ： ： /4 ：
12 水 ： ： /4 ：
13 木 ： ： /4 ：
14 金 ： ： /4 ：
15 土 ： ： /4 ：
16 日 ： ： /4 ：
17 月 ： ： /4 ：
18 火 ： ： /4 ：
19 水 ： ： /4 ：
20 木 ： ： /4 ：
21 金 ： ： /4 ：
22 土 ： ： /4 ：
23 日 ： ： /4 ：
24 月 ： ： /4 ：
25 火 ： ： /4 ：
26 水 ： ： /4 ：
27 木 ： ： /4 ：
28 金 ： ： /4 ：
29 土 ： ： /4 ：
30 日 ： ： /4 ：

： ： /4 ：
全日勤務日数合計 日 交通費実費 円
半日勤務日数合計 日 携帯電話代補助 1,500 円

（注）種別全日勤務：休憩時間を除き、3時間 45分以上勤務した場合
　　　　 半日勤務：休憩時間を除き、3時間 44分以下の勤務の場合

勤　　　務　　　表

氏名　　　　　　　　

平成　年　月
検　印
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出欠チェック用

【東日本大震災　東京都動物救援センター　参加予定表】
当日担当者 出欠 氏名 参加時間予定 出欠

　
月
　
日
月

出 ・ 欠 ～ 1 出 ・ 欠 ～

出 ・ 欠 ～ 2 出 ・ 欠 ～

出 ・ 欠 ～ 3 出 ・ 欠 ～

出 ・ 欠 ～ 4 出 ・ 欠 ～

出 ・ 欠 ～ 5 出 ・ 欠 ～

出 ・ 欠 ～ 6 出 ・ 欠 ～

　
月
　
日
火

出 ・ 欠 ～ 1 出 ・ 欠 ～

出 ・ 欠 ～ 2 出 ・ 欠 ～

出 ・ 欠 ～ 3 出 ・ 欠 ～

出 ・ 欠 ～ 4 出 ・ 欠 ～

出 ・ 欠 ～ 5 出 ・ 欠 ～

出 ・ 欠 ～ 6 出 ・ 欠 ～

出 ・ 欠 ～ 7 出 ・ 欠 ～

出・欠 8 出・欠

出 ・ 欠 ～ 9 出 ・ 欠 ～

　
月
　
日
水

出 ・ 欠 ～ 1 出 ・ 欠 ～

出 ・ 欠 ～ 2 出 ・ 欠 ～

出 ・ 欠 ～ 3 出 ・ 欠 ～

出 ・ 欠 ～ 4 出 ・ 欠 ～

出 ・ 欠 ～ 5 出 ・ 欠 ～

出 ・ 欠 ～ 6 出 ・ 欠 ～

出 ・ 欠 ～ 7 出 ・ 欠 ～

出 ・ 欠 ～ 8 出 ・ 欠 ～

　
月
　
日
木

出 ・ 欠 ～ 1 出 ・ 欠 ～

出 ・ 欠 ～ 2 出 ・ 欠 ～

出 ・ 欠 ～ 3 出 ・ 欠 ～

出 ・ 欠 ～ 4 出 ・ 欠 ～

出 ・ 欠 ～ 5 出 ・ 欠 ～

出 ・ 欠 ～ 6 出 ・ 欠 ～

出・欠 7 出 ・ 欠

出 ・ 欠 ～ 8 出 ・ 欠 ～

　
月
　
日
金

出 ・ 欠 ～ 1 出 ・ 欠 ～

出 ・ 欠 ～ 2 出 ・ 欠 ～

出 ・ 欠 ～ 3 出 ・ 欠 ～

出 ・ 欠 ～ 4 出 ・ 欠 ～

出 ・ 欠 ～ 5 出 ・ 欠 ～

出 ・ 欠 ～ 6 出 ・ 欠 ～

出・欠 7 出・欠

出 ・ 欠 ～ 8 出 ・ 欠 ～

　
月
　
日
土

出 ・ 欠 ～ 1 出 ・ 欠 ～

出 ・ 欠 ～ 2 出 ・ 欠 ～

出 ・ 欠 ～ 3 出 ・ 欠 ～

出 ・ 欠 ～ 4 出 ・ 欠 ～

出 ・ 欠 ～ 5 出 ・ 欠 ～

出 ・ 欠 ～ 6 出 ・ 欠 ～
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　　　年　月　日（　）

名前：

おしっこ・うんちは回数を記入
散歩時間は、散歩中の時間を線ひき。（大まかでOK）さらに合計時間を記入
食餌は完食の場合、チェックのみ。残した場合は食べた量を％で記入

健康チェック表（犬）

時間
おしっこ うんち 食餌 散歩 ふれあい

時間 その他
室内 敷地内 散歩 パドック 室内 敷地内 散歩 パドック 時間 合計（分） 時間 合計（分）

朝 朝
9:00 9:00
9:30 9:30
10:00 10:00
10:30 10:30
11:00 11:00
11:30 11:30
AM合計 （回） （回） （分） （分）AM合計

室内 敷地内 散歩 パドック 室内 敷地内 散歩 パドック 時間 合計（分） 時間 合計（分）
12:00 12:00
12:30 12:30
13:00 13:00
13:30 13:30
14:00 14:00
14:30 14:30
15:00 15:00
15:30 15:30
16:00 16:00
16:30 16:30
17:00 17:00
17:30 17:30
18:00 18:00
PM合計 （回） （回） （分） （分）PM合計

名前：

時間 おしっこ うんち 食餌 散歩 ふれあい 時間 その他
室内 敷地内 散歩 パドック 室内 敷地内 散歩 パドック 時間 合計（分） 時間 合計（分）

朝 朝
9:00 9:00
9:30 9:30
10:00 10:00
10:30 10:30
11:00 11:00
11:30 11:30
AM合計 （回） （回） （分） （分）AM合計

室内 敷地内 散歩 パドック 室内 敷地内 散歩 パドック 時間 合計（分） 時間 合計（分）
12:00 12:00
12:30 12:30
13:00 13:00
13:30 13:30
14:00 14:00
14:30 14:30
15:00 15:00
15:30 15:30
16:00 16:00
16:30 16:30
17:00 17:00
17:30 17:30
18:00 18:00
PM合計 （回） （回） （分） （分）PM合計
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健康チェック表（猫）

平成　　　　年　　　　月　　　　日（　　　　）

U F M
ふれあい
フリー

その他 U F M
ふれあい
フリー

その他 U F M
ふれあい
フリー

その他 U F M
ふれあい
フリー

その他

朝

9:00

10:00

11:00

12:00

13:00

14:00

15:00

16:00

17:00

18:00

平成　　　　年　　　　月　　　　日（　　　　）

U F M
ふれあい
フリー

その他 U F M
ふれあい
フリー

その他 U F M
ふれあい
フリー

その他 U F M
ふれあい
フリー

その他

朝

9:00

10:00

11:00

12:00

13:00

14:00

15:00

16:00

17:00

18:00

 U：排尿
 F：排便
 M：食餌
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使用物品一覧
動物用品寄付リスト

フード 動物用品 その他

猫缶 猫ケージ タオル

犬缶 トイレシート 加湿器

犬用ガム 猫砂 バスタオル

犬用おやつ サークル タオルケット

猫ドライフード シャンプー PC

クッション プリンター

トイレトレー 電話機・FAX

猫用おもちゃ 金券

犬用おもちゃ ごみ袋

マナー袋 トイレットペーパー

猫爪とぎ 乾電池

猫タワー

処方食 マイクロチップ

ロイヤルカナンSPサポート バイオウィル

プロテイン バイオチャレンジ

肝臓系フード ウィルクリア

犬用 w/d ボディタオル

猫用 c/d　マルチケア（チキン） 動物用ウェットティッシュ

食器

洋服

犬用おむつ

リード

カラー
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広報関係資料（取材記録等）

日付 媒体社名 番組名・特集名 内容

2011/10/04 MSN 産経ニュース配信 センター開設

2011/10/04

東京新聞
日本経済新聞
産経新聞
読売新聞

10/5 掲載記事
10/5 掲載記事
10/5 掲載記事
10/5 掲載記事

センター開設

2011/10/11 東京MXテレビ 10/11 ニュース センター開設

2011/10/19

東京新聞
産経新聞
NNN
TBS
テレビ朝日

10/20 掲載記事
10/20 掲載記事
10/19 ニュース
10/19 ニュース
10/19 ニュース

センター開設

2012/01/17 NHK 1/17 ニュース センター紹介

2012/03/04 ぐらんわん ぐらんわん！（フリーペーパー） センタースタッフ活動紹介

2012/03/21 朝日新聞 取材受け 被災ペットの里親になるための手
続きやセンターの活動の現状　等

2012/03/23 読売新聞 3/23 掲載記事 「飼い主を待ち望む犬や猫」

2012/03/30 InterFMラジオ 「ペットなんでも情報局」PetJam センター紹介

2012/04/05 NHK 職員取材研修
※放送予定なし センター紹介

2012/04/07 NHK 職員取材研修
※放送予定なし センター紹介

2012/04/10 日本テレビ news every センター紹介

2012/04/15 読売新聞 5/13 掲載記事 「いつか飼い主の元へ」
すずちゃん飼い主さん取材

2012/04/16 日本経済新聞 4/25 掲載記事 「被災ペット」
ヤエちゃん飼い主さん取材

2012/04 Pocco 4 月号（フリーペーパー） 「大規模災害に備える」
救援センターリポート

2012/05/11 角川マガジンズ Wannnyan Walker 6 月号
（フリーペーパー）

センター紹介
ボランティア、募金募集等

2012/05/18 毎日新聞 だいあろ～ぐ センター紹介

2012/05/30 NHK 6/4 首都圏ネットワーク センター紹介

2012/06/06 講談社 セオリー 2012　vol.2 センター紹介

2012/09/05 NHKラジオ 9/5 「震災について」
猫の保護状況

2012/09/05 毎日新聞 9/19 掲載記事 「ペットの“避難所”閉鎖へ」
センター閉所

2012/09/11 NHK ニュース センター閉所
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寄贈品一覧

救援センターから三春シェルターへの寄贈物品
物 個数

猫タワー 2台
猫用トイレ（103コ） 4箱
うんち袋（ポイ太） 10箱
ドライシャンプー 2箱
トリミング用大型ドライヤー 1台
ボディタオル 10箱
動物用食器　L （60コ） 1箱
動物用食器　S～M（302コ） 6箱
動物用体重計 1台
毛布（大） 9箱
ウィクリア 2箱
4段キャビネット 1
3段ラック 7台
スチールラック（黒） 7台
キャスター付きワゴン 1台
ワイヤーラック（シルバー） 5台
蓋付ゴミバケツ 4個
蓋付バケツ（小） 3個
蓋付バケツ（大） 1個
簡易防護服　50着入り（L） 1箱
簡易防護服　50着入り（LL） 1箱
脚立　大 1台
使い捨てカイロ（約 300個） 5箱
事務用イス 1
事務用キャスター付き椅子 1脚
折りたたみ椅子 20台
折りたたみ式長机 3台
物干し竿　 3本
物干し台 1組
木製イス 2
木製棚 1
乾燥機付き洗濯機 1台
洗濯機 1
掃除機（中古） 2台
電気ポット 1台
電子レンジ 1
冷蔵庫 小 1
冷蔵庫 大 1
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救援センターから緊急災害時動物救援本部への返却・寄贈物品
動物用品 タオル類一式 電化製品 湿度、温度計

ブランケット一式 置時計
足拭きマット一式 懐中電灯
犬用カラー、ハーネス一式 時計
猫用カラー やかん、ポットほか
リード、補助リード、係留チェーン一式 コーヒーメーカー
介護用ハーネス 子機付き電話
キャットネット シュレッダー
猫用クッション、マット一式 電子レンジ
散歩用品一式 ヒーター数種
おもちゃ一式 プリンタ
グルーミング用品一式 ポット
衛生用品一式 ラジオ
トイレ・猫 冷蔵庫
トイレトレー その他 遮光ネット
2段ケージ ジョイントマット
3段ケージ 人工芝
犬用サークル、テント一式 ネット・白
キャリー、クレート類一式 フェンス・大・中・小
バリケン各サイズ 金具類
給水機、フードボウル一式 脚立

収納用品 大型収納ボックス 工具
折り畳みラック すのこ
カラーボックス ねじ
カラーボックス・4段 針金など
カラーボックス・小 ビニール袋
ガラス棚 フードストッカー・小
キーボックス・小 クイックルワイパー
キーボックス・大 軍手
キッチン棚 ゴム手袋
組み立て棚 掃除用具一式
収納ボックス 水に流せるティッシュ
食器棚 汚物いれ
スチールラック カセットコンロ
棚・大 カッパ
ポット棚 急須
ロッカー ゴミ箱
ロッカー・3連 コンテナ・黄色
3段ラック・プラ サニタリーボックス
FAX 皿、土鍋、急須
L字型棚受け サンダル（人用）
いす ジョウロ
折り畳みいす 食器、おわん他（人間用）
カーテン シンク台
カーペット・小 水道蛇口
鏡 スウェットM、L
かさ立て スケジュールボード
事務用いす スポーツタオル
ソファ スリッパ
机 洗濯用ロープ、洗濯バサミ、ハンガー
テーブル 洗面器 , 洗面器の台
デスク タオル掛け
長いす 脱衣かご
ハンガー , ハンガーラック 動物ボード
ミニテーブル 涙型座卓
レースカーテン ひしゃく
コタツ・天板 プラカゴ

プラ食器、ステン（人間用）
ホワイトボード
丸イス
水切り籠
水差し
モップ
物干し・小型
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撤収作業

撤収作業リスト
本部事務局

内容 時期 担当

インターネット関係の連絡手続き 済 本部事務局

セコム契約解除 済 本部事務局

センター終了後案内看板作成とチラシの作成 8月－ 9月 本部事務局

電話の移設・電話番号の転送、またはアナウンス依頼、インターネット回線の取り扱い 9月末 本部事務局

水道契約解除 9月 本部事務局

電気の使用中止連絡 9月 本部事務局

動物舎・施設内メンテナンスを含む

内容 時期 担当

動物舎内の資材確認（資材種類と数量をリストアップ） 9月 1日～ センター /動物舎チーフ

猫舎内仕切りドア 9月 10日～

犬舎入口ゲート撤去 9月 10日～ センター /メンテナンス班

治療室資材確認と行き先確認 9月 10日～ センター /メンテナンス班

断熱材、遮光ネット、カーテン撤去 9月 10日～ センター /メンテナンス班

センター内に分散している資材をまとめる（犬用品は犬舎、猫用品は猫舎　etc） 9月 10日～ センター /ボランティア

パドックのラティス柱とパーツは静岡コンテナ（？）へ 9月 10日～ センター /メンテナンス班

洗濯機撤去 9月 センター

ガス乾燥機撤去 9月 センター

女子更衣室、男子更衣室の床クッションフロア撤去 9月 センター /メンテナンス班

ベンダー（伊藤園）への連絡と撤収の依頼・お礼 9月 センター

長期保存が明らかにできないもの廃棄（フード類、布製品、布団類など） 9月 10日～ センター /ボランティア

救援センター

内容 時期 担当

ボランティアさんの動員・撤収作業 9月 センター

郵便物の転送依頼（センター対応　最寄の郵便局に転送の申請　転送先　本部事務局） 9月中 センター

お弁当仕出しの中止連絡　（マルコシ） 9月 センター

告知用看板作成（動相センター敷地内） 9月 センター

FAX・電話機、パソコン関連の処分　（提供者に返却、保管等） 9月 センター

寄付か廃棄かを決めて順次発送か処分（引渡しの条件の検討　発送料など） 8月－ 9月
本部事務局
センター /ボランティア

寄贈品用シールの作成と貼り付け、行き先別に仕分け 8月－ 9月 センター

収納用ダンボールと収納ケースの必要数の確認と購入手配 9月 本部事務局センター

資料・保存書類の整理と移動（移動先　本部事務局） 9月 本部事務局センター

資材搬送業者依頼：設置場所　住所　連絡先　の確認 8月中 本部事務局センター

廃棄物（家電・その他）の引き取り手続き 9月 本部事務局センター

作業場水道追加配管　現状復帰 9月
業者 or センター /
ボランティア

看板、案内板類の撤去（多摩東支所内） 撤去完了日 センター

インターホンの撤去 撤去完了日 センター

自転車の処分（クリーンセンターへ廃棄？動相多摩支所返却？） 9月

動相多摩支所自転車（二台）
は廃棄
新規購入自転車（一台・黒）
は使用可
2台は使用可

最終的な後片付け 9月
本部事務局
センター /ボランティア
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協力者一覧

行政
東京都下水道局　流域下水道本部　浅川水再生センター
日野市　クリーンセンター
日野市　総務部　総務課
日野警察署

団体
入船わんわん福祉財団
緊急災害時動物救援本部
（公社）日本獣医師会
AIPO
（公社）日本愛玩動物協会 東京都支部

企業、獣医療施設
日本ヒルズ・コルゲート株式会社
株式会社　マルコシ
株式会社HIT 総合保険
ペパーレット株式会社
マースジャパンリミテッド
ロイヤルカナン　ジャポン合同会社
グッドウィル
成城こばやし動物病院
ハートフォード生命株式会社
マカフィー株式会社
青山ケンネル
ペットサロンWISH
ユニ・チャーム株式会社
イソップ薬品株式会社
セコム株式会社
有限会社　鈴一材木店
春山工務店
株式会社　伊藤園
株式会社キリカン洋行
石井動物病院
チコラ動物病院
たてる動物病院
大久保動物病院
ASC（Animal Specialist Center）
富士通株式会社
ティンバーランドジャパン株式会社
天野動物病院
株式会社ナガワ
日本通信紙株式会社

学校
学校法人シモゾノ学園　国際動物専門学校

霊園
慈恵院
感応寺
東京都動物霊園協会

報道関係
朝日新聞
読売新聞写真部
日経新聞
毎日新聞
角川マガジンズ　わんにゃんウォーカー
講談社　セオリー
日本テレビ　news every.
ぐらんわん！
ラジオ　ペットなんでも情報局 petjam
NHK　首都圏ネットワーク
ねこのきもち

その他多くの個人の皆さま
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年表
2011 年 事　　柄 内　　容

6月 10日 緊急災害時動物救援本部に義援金交付申請 東日本大震災東京都動物救援本部準備室として
申請

7月 5日 関係団体との動物救援センター運営に関する協
議について 被災者動物の一時預かり構想についてなど

8月 1日 東日本大震災動物救援センター（仮称）設置・
運営に係る関係団体打ち合わせ

東京都被災動物救援センターの設置・運営につ
いての概要説明。三宅島噴火災害時の要綱・協
定を参考にした。

8月 26日 東日本大震災東京都動物救援センターの運営に
ついて

「東日本大震災東京都動物救援本部設置要綱」、
「東日本大震災東京都動物救援センターの運営
に関する協定」の運用について等

8月 31日 東日本大震災東京都動物救援センター設置・運
営に係る関係団体打ち合わせ

「東日本大震災東京都動物救援本部」、「東日本
大震災東京都動物救援センター」の組織につい
て等

9月 5日 東日本大震災東京都動物救援センター設置・運
営に係る関係団体打ち合わせ

「東日本大震災東京都動物救援本部設置要綱」、
「東日本大震災東京都動物救援センターの運営
に関する協定」の内容確定について

9月 26日 東日本大震災東京都動物救援本部及び救援セン
ターの運営についての準備会

運営組織構成、センター開設にかかわる事務局
の業務について等

9月 29日 第 1回東日本大震災東京都動物救援本部会議 本部・センター役員について、義援金配分申請
についてなど

10月 2日 緊急災害時動物救援本部 物資集荷場（新宿御苑）
より、支援物資を搬入

10月 11日 東日本大震災東京都動物救援センター開所

10月 19日 東日本大震災東京都動物救援センター開所式

10月 20日 最初の猫 4頭がセンターに入所

10月 21日 最初の犬の親子がセンターに入所

10月 26日 「緊急災害時動物救援本部」の好意により、静
岡のコンテナから備蓄資材が到着

11月 17日 第 2回東日本大震災東京都動物救援本部会議 スタッフ雇用、ボランティア登録状況、動物収
容状況、義援金配分申請結果について

11月 24日 日本獣医生命科学大学動物看護科学生 28名が
見学　

12月 16日 東京都動物愛護相談センター八幡山支所 6名が
見学

12月 19日 第 3回東日本大震災東京都動物救援本部会議 東日本大震災東京都動物救援本部・センターの
運営管理状況について

2012 年

1月 16日 全動物にマイクロチップ埋め込み

2月 14日 アメリカン・ヒューメイン・アソシエーション
　Dr.R.R.Gangert　見学

4月 23日 第 4回東日本大震災東京都動物救援本部会議 会計監査中間報告他

5月 7日 MARSジャパン 18名見学

5月 11日 掛川猫サポーター倶楽部他 21名見学

5月 16日 東京都下水道局 5名見学

5月 23日 東京都下水道局 20名見学

5月 24日 愛知県蒲郡市立形原中学校 5名見学
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2012 年

6月 22日 東京都動物愛護管理担当職員 10名見学

6月 29日 東京シューレ葛飾中学校 6名見学

6月 30日 帝京科学大学学生 13名見学

7月 1日 熊本県動物愛護推進員 2名見学

8月 3日 第 5回東日本大震災東京都動物救援本部会議 9月閉所に向けての撤収作業、及び救援物資の
被災地への提供他の検討

8月 30日 東京都動物愛護相談センター城南島支所2名見学

9月 5日 福島県動物救護本部三春シェルターに向けて物
資が出発

9月 16日 静岡市獣医師会・静岡市動物指導センター等
11名見学

9月 19日 東京都下水道局 7名見学

9月 27日 最後の猫がセンターを卒業

9月 28日
緊急災害時動物救援本部の静岡保管庫に物資返
却、福島県内に設置された環境省シェルターに
搬送

9月 30日 最後の犬がセンターを卒業・東日本大震災東京
都動物救援センター閉所式 ボランティア、及び関係者が参集し閉所式を行う

10月 15日 第 6回東日本大震災東京都動物救援本部会議 東京都動物救援センター閉所報告、報告書作成
委員会設置等

10月 30日 第 1回報告書作成委員会

11月 9日 第 2回報告書作成委員会

11月 28日 第 3回報告書作成委員会

2013 年

2月 22日
センター閉鎖後、継続保護していた犬に新しい
飼い主が決定し、東日本大震災東京都動物救援
本部での保護預かり動物数が 0となる

3月 15日 第 4回報告書作成員会

3月 21日 第 5回報告書作成員会

4月 5日 第 1回報告書作成実務担当者作業

4月 24日 第 2回報告書作成実務担当者作業

5月 21日 第 3回報告書作成実務担当者作業

6月 27日 第 4回報告書作成実務担当者作業

7月 12日 第 6回報告書作成員会

7月 23日 第 回報告書作成実務担当者作業

8月 20日 第 回報告書作成実務担当者作業

9月 7日 第 回報告書作成実務担当者作業

9月 26日 東日本大震災東京都動物救援本部銀行口座解約
等手続き 残金を緊急災害時動物救援本部に送金

10月初旬 第 7回東日本大震災東京都動物救援本部会議 東日本大震災東京都動物救援本部解散と東京都
への活動報告等
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あとがき

　2011 年 3 月の発災から 2年が経過しました。
　被災地では、いまだに多くの自治体や獣医師会、動物愛護団体が動物たちの保護・救援のために
活動をしています。
　このような大きな災害において、被災地での動物救援活動が活発なことはいうまでもありません。
しかしながら、東日本大震災東京都動物救援本部は、被災地ではない自治体に動物救援本部を設置し、
東京都動物救援センターを運営するという、非常に稀な活動をしてまいりました。
東京都動物救援センターでお世話した動物はのべ犬 24 頭、猫 12 頭でした。動物たちの健康と安全
を守ることができたのは、偏に協力してくださったボランティアさんや物資や義援金をご寄附くだ
さった皆様のおかげであります。
　すべての動物たちがセンターを卒業し、センターを閉鎖した今、無事に当記録集を発行すること
ができました。今までにない事例として、成功したことも困難だったことも、できるかぎり記録す
ることで、被災地以外の自治体においても被災飼い主と動物たちの受け入れに備えていただけるこ
とを心から祈っております。
　ご協力ありがとうございました。

東日本大震災東京都動物救援センター
動物管理部門　動物飼養チーム　副センター長
（公財）日本動物愛護協会　谷

や

茂
も

岡
おか

　良
りょうか

佳

　これまでに何度となく携わってきた救援活動ですが、毎回感じてきたことは、全国から寄せられ
る思いやりやご支援が、被災した飼い主様や動物たちだけでなく、救援活動にあたる私たちも物心
共に支えてくださったということです。動物保護シェルターの運営は物やお金や人手だけで成り立
つものではありません。シェルターにいる動物たちのために何かできないか、と思ってくださる優
しい気持ちや、被災地には行けないけれど、被災された方を支援したい、という善意があってこそ、
保護動物のより良い飼育環境が守られ、飼い主様の心に沿った活動ができるのだと思います。
　東京都動物救援センターは最寄り駅から徒歩 20 分ほどの場所にあり、多摩川土手沿いの道は街灯
も雨風を遮る物もない道のりでした。この道を夏も冬も厭わず通ってくださっていたボランティア
の皆様の思いに支えられ、なんとか 1年間を乗り切れたのだと思っています。参加いただいたボラ
ンティアの皆様に心から御礼を申し上げます。
　また深刻な被害によって、県外避難せざるを得なかった被災者同行動物の飼育支援を行うことで、
人や動物だけでなく自治体 対 自治体の災害支援が行えたことは特筆すべきことだと考えます。また
支援の形はそれぞれに異なっていましたが、東京都以外の道府県や市区町村においても同様の支援が
実施され、大規模広域災害発生時の被災動物支援が全国に広がっていくことは喜ばしい限りです。
　被災地の復興と飼い主様、そして動物たちが、1日も早く穏やかな日常に戻れますよう、心より
祈念しています。
　この救援活動に関わってくださったみなさまの暖かいお気持ちに感謝して、あとがきに代えさせ
ていただきます。

東日本大震災東京都動物救援センター
運営管理部門　　副センター長

（公社）日本愛玩動物協会　平井　潤子
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■　編　集　後　記　■

　平成23年3月11日、東日本大震災が発生してから2年6か月が過ぎました。震災発生直後の混乱と、
無我夢中で活動を進めていた日々の緊張が、ふとした瞬間に救援活動に携わってきた者の心によみ
がえります。
　しかし東日本大震災への支援活動は過去の話ではなく、今もなお続いています。
　本活動においても、救援本部設置の準備段階から考えますと、2年以上の年月が経過いたしました。
　東京都においては、先の三宅島噴火災害での全島避難に伴う飼い主支援や動物救護活動の経験が
活かせたことで、すみやかな救援体制作りが出来ましたが、それは平常時の動物愛護に関する普及
啓発活動での協力体制の中で培われた、東京都と民間団体との連携や、各団体の役割分担、担当者
同士の意思疎通などが功を奏したものと考えられました。
　そして心の部分では組織や団体の枠を超え、被災動物救援活動という一つの目的に取り組む「仲間」
や「同志」として、活動の中での苦労も喜びも共有してきました。
　東京都における本活動の検討が始まった平成 23 年 4 月、これまでに経験がない福島県原子力発電
所事故による、警戒区域内からの動物救護について、緊急災害時動物救援本部としての対応に追わ
れていたメンバーは、被災地での活動と同時進行で都内でのシェルター運営ができるのかどうか、
という人的な課題について検討していました。
　その議論が進む中で、当時の公益財団法人日本動物愛護協会理事長であり、緊急災害時動物救援
本部長であった中川志郎先生の、「故郷を離れ避難生活を送る被災者と被災動物を思い遣るお気持ち」
に感銘をうけたことが昨日のことのように思い出されます。
　平成 24 年 4 月、中川志郎先生は公益財団法人日本動物愛護協会を惜しまれながら引退され、同時
に東日本大震災東京都動物救援本部の幹事職も交代となりましたが、同年 7月にお亡くなりになら
れました中川先生のご功績について、改めて皆様にお伝えできればと思い、編集後記のスペースを
お借りした次第です。

　故中川志郎先生の長年の動物愛護に関わるご功績と、動物達への深い愛情に敬意と追悼の意を表
し、編集後記に代えさせていただきます。

 東日本大震災東京都動物救援本部活動報告書編集委員　一同
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